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佐
藤
尚
中
の
筆
記
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ポ
ン
ペ
の
生
理
学
講
義

と
そ
の
訳
を
調
べ
た
内
山
孝
一
に
よ
れ
ば
、
ポ
ン
ペ
の
生
理
学
（
人

身
窮
理
）
講
義
は
人
身
窮
理
総
論
と
植
物
性
官
能
の
み
で
あ
り
、
神

経
生
理
学
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
最
近

我
々
が
松
江
赤
十
字
病
院
の
ポ
ン
ペ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
生
理
学
講

義
録
、
生
理
学
総
論
と
生
理
学
各
論
と
を
調
べ
た
所
、
や
は
り
神

経
生
理
学
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ハ
ル
メ
ン
・
ボ
イ
ケ
ル
ス

に
よ
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
語
の
生
理
学
各
論
は
口
○
目
①
耐
と
崖
．
甸
．

閃
画
且
昌
ロ
ボ
ー
ド
イ
ン
の
國
旨
○
口
号
蔚
ｚ
呉
巨
ロ
鳥
屋
ａ
①
ぐ
四
国

烏
ｐ
ｏ
Ｒ
ｏ
且
呂
冨
①
易
３
（
易
認
）
を
基
本
に
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
教
科
書
は
未
完
で
、
神
経
生
理
学
を
含
む
動
物
性
官
能
の

巻
は
オ
ラ
ン
ダ
で
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め

ポ
ン
ペ
は
神
経
生
理
学
を
生
理
学
各
論
で
講
義
せ
ず
、
た
だ
『
原

58

ボ
ー
ド
イ
ン
の
も
た
ら
し
た
新
し
い
神
経

生
理
学ｊｌ相

川
忠
臣

２ｊ

ハ
ル
メ
ン

ボ
イ
ケ
ル
ス

病
総
論
』
（
病
理
学
総
論
、
長
崎
医
科
大
学
貴
重
図
書
）
で
述
べ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書
の
病
徴
論
に
は
神
経
系
の
作
用
を
示

し
た
記
述
が
多
い
。

Ａ
・
Ｆ
・
ボ
ー
ド
イ
ン
（
一
八
六
二
年
来
日
）
の
『
人
身
窮
理
』
（
長

崎
医
科
大
学
貴
重
図
書
、
長
崎
の
藺
人
に
学
ん
だ
浦
島
洞
雲
の
ご
子
息

よ
り
寄
贈
）
と
抱
猫
英
氏
口
授
「
日
講
紀
間
』
（
京
都
府
立
医
科
大
学

蔵
）
の
神
経
生
理
学
の
内
容
を
ポ
ン
ペ
の
『
原
病
総
論
』
と
口
○
匡
乏
①

伊
巨
９
８
の
書
を
島
村
鼎
甫
が
翻
訳
し
た
『
生
理
発
蒙
」
の
そ
れ
と

比
較
し
て
検
討
し
た
。
ポ
ン
ペ
の
『
原
病
総
論
」
も
一
八
六
六
年

未
発
行
の
「
生
理
発
蒙
」
も
迷
走
神
経
と
交
感
神
経
の
機
能
に
混

同
が
み
ら
れ
、
ま
だ
両
者
を
合
わ
せ
て
運
化
神
経
と
し
て
い
た
考

え
方
に
近
い
。
し
か
し
ポ
ー
ド
イ
ン
は
「
人
身
窮
理
」
で
交
感
神

経
之
論
を
独
立
し
て
強
調
し
、
蔓
延
（
迷
走
）
神
経
の
役
割
を
詳
細

に
述
べ
、
両
者
の
役
割
を
区
別
し
た
点
で
「
原
病
総
論
』
と
『
生

理
発
蒙
』
を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
。
神
経
の
電
気
刺
激
実
験
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
神
経
生
理
学
は
一
八
四
○
年
後
半
か
ら
一

八
五
○
年
代
に
急
速
に
進
歩
し
た
。
例
え
ば
一
八
四
六
年
ウ
ェ
ー

バ
ー
兄
弟
が
迷
走
神
経
刺
激
で
心
拍
数
が
減
少
す
る
こ
と
を
、
一

八
五
一
年
に
は
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
兎
の
耳
介
の
神
経
切
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除
で
耳
の
血
管
が
拡
張
し
、
そ
の
神
経
の
電
気
刺
激
で
血
管
が
収

縮
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ド
ン
デ
ル
ス
と
共
に
生
理

学
教
科
書
を
書
い
た
ボ
ー
ド
イ
ン
は
神
経
生
理
学
の
発
展
を
知
悉

し
、
長
崎
と
大
学
東
校
の
講
義
で
交
感
神
経
と
迷
走
神
経
の
機
能

を
明
確
に
区
別
し
て
心
臓
で
は
は
っ
き
り
と
二
重
支
配
と
そ
の
拮

抗
性
を
次
の
よ
う
に
明
示
し
て
い
る
。
「
（
蔓
延
神
経
の
二
支
心
に

行
く
者
は
上
前
傍
に
神
経
節
を
な
し
、
而
し
て
心
の
作
用
を
な
す

に
緊
要
の
神
経
な
り
。
心
臓
は
二
様
の
神
経
作
用
を
得
る
。
即
ち

此
蔓
延
神
経
と
交
感
神
経
と
な
り
。
‐
‐
‐
…
。
蔓
延
神
経
と
交
感
神

経
と
は
全
く
反
対
の
運
営
を
為
す
。
交
感
神
経
は
唯
心
の
収
縮
機

を
為
さ
し
む
る
の
用
な
ら
ん
。
あ
た
か
も
馬
の
た
づ
な
の
如
し
。

越
列
機
（
エ
レ
キ
）
を
以
て
此
蔓
延
神
経
を
刺
戟
す
れ
ば
心
悸
緩
徐

と
な
り
て
終
に
休
止
し
刺
戟
を
去
れ
ば
亦
た
悸
動
、
故
の
如
し
。

‐
‐
‐
‐
‐
‐
。
（
蔓
延
）
神
経
を
切
断
す
れ
ば
心
悸
動
甚
だ
頻
数
と
な
る
、

是
蔓
延
神
経
の
令
な
く
交
感
神
経
の
運
営
の
み
専
ら
な
れ
ば
な

り
」
。
さ
ら
に
心
臓
の
規
則
的
な
縮
張
の
理
由
を
問
わ
れ
て
、
心

の
神
経
節
に
よ
っ
て
適
度
に
し
放
逸
な
ら
ざ
ら
し
む
る
と
答
え
て

い
る
（
こ
の
心
臓
の
神
経
節
に
よ
る
自
動
性
は
現
在
で
は
間
違
い
）
。

「
日
講
紀
聞
」
の
序
文
で
、
島
村
鼎
甫
は
「
殊
に
神
経
論
の
如
き
は

漸
く
近
今
に
至
り
て
愈
其
精
確
を
得
る
所
な
れ
ば
未
だ
之
を
専
ら

に
講
ず
る
者
鮮
な
し
。
故
に
（
抱
氏
に
）
今
懇
嘱
し
て
神
経
及
飲

食
消
化
の
二
編
を
講
じ
、
以
て
生
徒
に
授
け
し
め
」
と
ボ
ー
ド
イ

ン
が
急
速
に
進
歩
し
た
神
経
生
理
学
の
講
義
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

の
意
義
に
ふ
れ
て
い
る
。
長
崎
と
大
学
東
校
で
ボ
ー
ド
イ
ン
は
初

め
て
本
格
的
な
神
経
生
理
学
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

（
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大
学
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、
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